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研究成果の概要（和文）：本研究は、入院中の脳卒中患者に対して発症1か月目に加速度計を用いて身体活動量
を客観的に測定し、身体活動量の指標が脳卒中再発と関連するかについて検討した。
最終解析対象は113名であり、このうち13名（11.5%）がフォローアップ期間（676.0日）に脳卒中を再発した。
脳卒中再発群と非再発群の発症１か月時点の身体活動量を比較した結果、いずれも群間差を認めなかった。本研
究の結果、回復期病院入院中の脳卒中患者における発症1か月時点の座位行動、軽強度活動、および中高強度活
動は、脳卒中再発と関連しないことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine whether physical activity in the 
first month of stroke onset in rehabilitation inpatients was associated with a recurrent stroke.

The final analysis comprised 113 patients, of whom 13 (11.5%) experienced recurrent stroke during 
the follow-up period of 676.0 days. A comparison of physical activity at 1 month after stroke onset 
between the recurrent stroke group and the non-recurrent stroke group showed no differences. The 
results of this study indicated that sedentary behavior, light-intensity physical activity, and 
moderate- to vigorous-intensity physical activity at 1 month after stroke onset were not associated 
with recurrent stroke.

研究分野：運動疫学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、脳卒中患者の発症１か月目の身体活動量は脳卒中再発と関連しないことが分かった。一方で、本
研究はその後の身体活動量の経過を測定できていなかったことから、身体活動量が本当に脳卒中再発と関連して
いないかについて結論付けることはできない。そのため、今後は身体活動量の経過や退院後の継続調査を実施
し、これらの関連について明らかにし、リハビリテーション現場で活用していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本邦では、2019年 12月に「脳卒中・循環器病対策基本法」が施行された。これにより、医療
技術や疾病対策の改善、知識・教育の普及による脳卒中・循環器病の予防、また健康寿命の延伸
が期待される。そのため、今後ますます脳卒中の再発予防に向けた施策を進めることが急務とな
る。 
 脳卒中再発には、ライフスタイル因子の一つである身体活動量が関連することが報告されて
いる。軽症脳梗塞患者を対象にした研究では、再発予防に有用な目標として 1 日 6025 歩/日が
目安となることが示されている（Kono, et al. Int J Stroke 2015）。そのため、脳卒中再発予防の
1つのターゲットとして、身体活動促進が重要な因子となる可能性がある。これまで申請者らは、
脳卒中再発予防に向けて身体活動促進の方策を検証してきた（Kanai, et al. Top Stroke Rehabil 
2017, Kanai, et al. Clin Rehabil 2018）。これらの研究では、身体活動量の指標として、主に歩
数を活用していた。 
 一方、近年の身体活動量研究では、座位行動時間（総座位行動時間、連続した座位行動時間、
座位行動の中断頻度）や身体活動強度別の活動時間を用いた研究が報告されている。しかし、こ
れらの細分化された身体活動量の指標と脳卒中再発との関連は明らかではない。本研究でこれ
らの関連が明らかになれば、歩数の測定ができない歩行非自立者に対する身体活動量の適正化
に向けて、有益な知見を提供できることが考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、入院中の脳卒中患者に対して、発症 1 か月目に加速度計を用いて身体活動
量を客観的に測定し、身体活動量が脳卒中再発と関連するかについて明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
＜対象＞ 
 対象は、2019 年 11 月から 2021 年 11 月までに回復期リハビリテーション病院に入院した脳卒
中患者とした。くも膜下出血と診断された者、認知機能低下などによって活動量計の管理が困難
な者、研究参加に同意が得られなかった者は除外した。 
 
＜身体活動量の測定＞ 
 身体活動量の測定には活動量計（Active style Pro HJA-750C，オムロンヘルスア社）を用い、
連続 6日間の装着を依頼した。本研究では、中 4日間のデータのうち、午前 8時から午後 5時ま
でを解析対象時間として採用した。身体活動量の指標は活動強度別（座位行動：1.5METs 以下、
軽強度活動：1.6～2.9METs、中高強度活動：3.0METs 以上）に時間を算出した。さらに、座位行
動は 60分以上座位行動時間の回数（60 分以上座位 Bout）と、座位行動の中断を意味する Break
回数を算出した。 
 なお、身体活動量の測定は発症後 1か月時点で行った。 
 
＜その他の調査項目＞ 
 年齢、性別、Body mass index、脳卒中の病型、合併症の有無（高血圧症、糖尿病、脂質異常
症）、血管疾患の既往の有無（脳卒中、心血管疾患）、脳卒中の重症度（NIHSS）、運動麻痺（FMA）、
バランス（BBS）、日常生活自立度（FIM） 
 
＜脳卒中再発の有無の調査＞ 
 当初計画では、発症 1年時点での脳卒中再発の有無の調査を診療録、郵送法、および電話など
によって確認することを予定していた。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響で、研究者の
施設出入りの制限や、対象者の取り込みの遅延および退院後のフォローアップに制約が生じた
ため、発症からの日数は問わず退院後の診療録の情報により再発の有無を確認した。 
 
＜統計解析＞ 
 脳卒中の再発の有無により群分けし、Mann-Whitney の U検定、χ2検定により発症 1か月時点
の身体活動量や調査項目の比較を行った。 
 
＜研究倫理＞ 
 本研究はヘルシンキ宣言に従って、対象者または対象者の家族に研究の趣旨の説明を行い、同
意を得た。本研究は、甲南女子大学研究倫理委員会の承認を得て実施された（承認番号：2020049）． 
 
４．研究成果 
＜当初計画と進捗＞ 



 当初計画では、上記のように発症 1年時点での脳卒中再発の有無を調査する予定であった。ま
た、身体活動量の指標をもとにクラスター分析を行い、脳卒中再発に関連する身体活動パターン
を特定する予定であったが、取り込みが不足したため、上記の統計解析結果を報告する。 
 
＜研究対象者＞ 
 最終解析対象は 113 名（中央値 70.0 歳、女性 42.5%）であった。このうち 13 名（11.5%）が
フォローアップ期間（676.0 日）に脳卒中を再発した。 
 
＜分析結果＞ 
 脳卒中再発群と非再発群の発症１か月時点の身体活動量を比較した結果、座位行動（以下，再
発群 vs. 非再発群； 343.5 分 vs. 388.0 分，P = 0.21）、軽強度活動（159.8 分 vs. 129.8 分，
P = 0.28）、中高強度活動（9.3 分 vs. 5.3 分，P = 0.31）、60分以上座位 Bout（0.4 回 vs. 0.5
回，P = 0.63）、および Break 回数（43.6 回 vs. 0.5 回，P = 0.53）のいずれも群間差を認めな
かった。また、その他の調査項目について脳卒中再発群と非再発群を比較した結果、いずれの項
目も群間差を認めなかった。 
  
 本研究の結果、回復期病院入院中の脳卒中患者における発症 1 か月時点の身体活動量は、脳
卒中再発と関連しないことが明らかになった。本研究では当初予定していた郵送法や電話など
によるフォローアップを行えていなかったため、再発した者を適切に調査できなかった可能性
がある。 
また、対象者の取り込み不足によって、身体活動パターンをクラスタリングするには至らなか
った。先行研究では、初発の脳卒中患者 190 名を対象に、身体活動量や生活習慣などから 3 つ
のクラスターが作成され（Wondergem, et al. Stroke 2019）、その後の身体活動量の縦断的な変
化が異なることが報告されている（de Graaf, et al. Disabil Rehabil 2022）。本研究では、発症
1か月時点の身体活動量しか測定できていなかったため、今後は退院前や退院後についても調査
し、身体活動量の経時的な変化を調査する必要性が考えられた。 
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